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《 北米産大豆 》 

１１／１２年世界大豆生産予測、下方修正 
 アメリカ農務省が１／１２に発表した 11／12 年度の世界の大豆生産高予測は、前回比０．９％減の２億
５，７００万トンに下方修正されました。これは、ブラジル、アルゼンチンで前回から減少したためです。 
 また、世界の大豆需給予測は、需要の減少が続いているが、生産高の減少幅が上回ったため、期末在庫は

前回比１．７％減の６，３４３万トンに下方修正されました。 

 

１１／１２年米国大豆生産量は上方修正 
 アメリカ農務省が１／１２に発表した１１／１２年度米国大豆需要予測によると、収穫面積は減少した

ものの、単収が増加したことから生産量は３０億５，６００万ブッシェル、供給量は３２億８，６００万

ブッシェルと共に上方修正されました。 
 また、需要量は引き続き、国内搾油・輸出が共に減少しているため、３０億１，１００万ブッシェルに

下方修正されました。そのため在庫率は９．１％に上方修正されました。 
＊ １ブッシェルとは、約２７．２ｋｇです。 

１１年産カナダ産大豆は微減の見通し 

 カナダ農務・農産食品省がこのほど発表した１１年産カナダ産大豆の生産量は、前年の４３０万トンをわ

ずかに下回る４２０万トンになると見込まれております。 

 州別の生産比率はオンタリオ州が７０％、ケベック州が１９％、マニトバ州が１０％になると予想されて

おります。 

  

《 中国産大豆 》 

 ２０１１年産中国大豆現地選別品（色彩・手選別品）の「小粒」・「中粒」が入庫致しました。１１年産は

全体的に石豆が多い環境にありますが、今回入庫した商品は「小粒」で０．８％、「中粒」で１．２％と事

前情報より少ない割合に収まっております。  

             
          （中国小粒）                 （中国中粒） 
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《 国産大豆 》 

２３年産１月の落札状況 

平成２３年産国産大豆の１月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。それによると、上

場数４,２５２．２トンで、落札が２,０６３．２トン、落札率が４８．５％という結果となりました。先月

に引き続き、比較的高い落札率となりました。平均落札価格も、６０ｋｇ／５５円上昇しました。 

また、前月同様に、新潟大粒エンレイは、３,９００俵の上場にもかかわらず、全量落札されました。 

そのほか、東北の大豆につきましては、山形大粒エンレイ、宮城大粒ミヤギシロメも全量落札され、 

青森大粒おおすずは９４．７％、秋田大粒リュウホウは９２．８％と高い落札率になりました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

     １１月     ７１０．４ｔ   ３１４．４ｔ   ４４．３％  
     １２月    １８７５．８ｔ  １１３６．９ｔ   ６０．６％  
      １月    ４２５２．２ｔ  ２０６３．２ｔ   ４８．５％           
    合 計    ６８３８．４ｔ  ３５１４．５ｔ   ５１．４％ 
 

食品中の放射性物質基準を厳格化 

 厚労省の薬事・食品衛生審議会の放射性物質対策部会はこのほど、食品中の放射性セシウムの新基準値を

了承しました。 

 従来の暫定規制値は大豆など一般の食品で５００ベクレル／ｋｇとされていたが、新基準値では、一般の

食品は１００ベクレル／ｋｇと大幅に厳格化され、４月から施行される予定です。 

 新基準への移行に際して、市場流通に混乱をきたさないため、１２月末日までに製造された製品は経過措

置を設けて、現行の暫定規制値を適用し、来年１月１日の製造分から新基準値が適用されることとなってお

ります。 

 
《 トピックス 》 

２３年産馬鈴薯澱粉状況 

弊社の食品部門で、販売している片栗粉、馬鈴薯澱粉についてのご案内です。 
２３年産の北海道における馬鈴薯の作付面積は、種イモ不足、他品目への作付シフト等により減少する結

果となりました。また、生産量につきましては、春先の天候不順による作付遅延、夏場の干ばつによる小玉

化等の影響により減産となり、さらに、９月上旬の台風の影響で、圃場の冠水、収穫遅延となり大幅な減産

となりました。以上のことから、生産量は、１６万２，５００トンとなり計画（１８万トン）を大幅に下ま

わりました。この影響により、弊社でも、北海道産の原料の供給量が制限されることとなりました。 
そこで、弊社では、北海道産の他に、新たに輸入加工馬鈴薯澱粉を販売し、安定供給に努めることとなり

ました。発売は、３月上旬の予定ですので、ご興味頂ければ、弊社担当者までご一報いただければ幸いです

。 


